
高齢者の骨折 ～治療 予防～
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特 集

広報誌 だ  より宇城総合

私が、ご説明いたします

熊本大学病院、熊本

中央病院、水俣市立

総合医療センター

を経て、当院に赴

任し、今年で５年目になります。これまで、骨

折を中心とした手術、外来診療を行ってき

ました。幼少期を天草で過ごしたこともあ

り、これからも地域医療に貢献できたらと

思っています。

清原　悠太

整形外科

①
橈
骨
遠
位
端
骨
折

初
め
に

　

日
本
は
超
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
、
近
年
、
高
齢
者
の

骨
折
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
に
な
っ
て
骨
粗
鬆
症
に
な
る
と
、
転
倒
な
ど
の
比

較
的
軽
い
外
力
で
簡
単
に
骨
折
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

高
齢
者
に
多
い
骨
折
と
し
て
、
手
首
の
骨
折
（
橈
骨
遠

位
端
骨
折
）
、
腰
骨
の
骨
折
（
腰
椎
圧
迫
骨
折
）
、
股
関
節
の

骨
折
（
大
腿
骨
頚
部
骨
折
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
、
大
腿
骨
頚
部
骨
折
は
寝
た
き
り
の
原
因
と
な
る

ば
か
り
で
は
な
く
、
合
併
症
に
よ
り
命
を
落
と
す
危
険
性

も
あ
り
ま
す
。
老
年
人
口
の
増
加
と
と
も
に
、
2
0
5
0

年
ま
で
増
え
続
け
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

予  

防

 　

要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
原
因
は
、「
運
動
器
の
障

害
」
が
１
／
４
も
占
め
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
介
護
予
防
の
た

め
に
は
、運
動
器
疾
患
の
予
防
が
極
め
て
重
要
と
い
え
ま
す
。

　

骨
折
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
下
肢
の
筋
力
訓
練
（
ロ

コ
ト
レ
）
と
骨
粗
鬆
症
治
療
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

診
断
に
は
、
腰
椎
と
股
関
節
の
骨
密
度
を
測
定
し
、
若

年
者
と
比
較
し
７
０
％
以
下
の
強
度
で
あ
る
と
き
に
骨

粗
鬆
症
と
診
断
し
ま
す
。
た
だ
し
、
腰
椎
圧
迫
骨
折
と
大

腿
骨
頚
部
骨
折
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
無
条
件

に
骨
粗
鬆
症
の
診
断
と
な
り
ま
す
。

　

治
療
は
薬
物
療
法
が
主
体
で
、
内
服
か
ら
注
射
剤
ま
で
、

投
与
形
態
を
含
め
、
幅
広
く
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。
患
者

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
性
や
背
景
を
考
慮
し
、
治
療
を
選

択
し
ま
す
。

最
後
に

　

当
院
は
、
超
高
齢
化
社
会
で
あ
る
宇
城
地
区
に
あ
る
た

め
、
高
齢
者
の
骨
折
が
非
常
に
多
い
で
す
。
骨
折
を
起
こ

さ
れ
た
方
の
手
術
、
リ
ハ
ビ
リ
を
中
心
に
治
療
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
骨
折
の
予
防
が
最
も
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
一
度
骨
折
を
起
こ
す
と
、
骨
折
を
契
機
に
活
動
性
が

下
が
っ
て
し
ま
う
方
が
多
い
か
ら
で
す
。
い
つ
ま
で
も
元

気
に
動
け
る
「
健
康
寿
命
」
を
伸
ば
せ
る
よ
う
に
、
日
々
の

診
療
で
手
助
け
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
い
う
概
念
が
あ

り
ま
す
。「
運
動
器
の
障
害
に
よ
っ
て
移
動
機
能
が
低
下

し
た
状
態
」
で
、
進
行
す
る
と
介
護
が
必
要
に
な
る
リ
ス

ク
が
高
い
状
態
を
示
し
ま
す
。

　

ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
の
3
テ
ス
ト
（
立
ち
上
が
り
テ
ス

ト
、
2
ス
テ
ッ
プ
テ
ス
ト
、
ロ
コ
モ
2
5
）
で
ロ
コ
モ
度
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

高
齢
者
の
骨
折

　

ま
ず
、
6
0
代
の
う
ち
は
、
転
倒
し
た
際
、
反
射
で
手
が

先
に
出
る
の
で
、
手
首
の
骨
折
（
橈
骨
遠
位
端
骨
折
）
を
発

症
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
骨
折
の
状
態
や
患
者

さ
ん
の
背
景
で
、
手
術
療
法
か
保
存
療
法
か
を
決
定
し
ま

す
。
橈
骨
遠
位
端
骨
折
を
契
機
に
、
骨
粗
鬆
症
が
判
明
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
骨
粗
鬆
症
の
検
査
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

　

反
射
機
能
も
落
ち
て
く
る
と
、
手
を
つ
く
こ
と
が
で
き

ず
、
腰
椎
圧
迫
骨
折
や
大
腿
骨
頚
部
骨
折
を
発
症
す
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

腰
骨
の
骨
折
で
、
高
齢
者
に
非
常
に
多
い
骨
折
で
す
。

尻
餅
を
つ
い
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
重
た
い
も
の
を

抱
え
た
だ
け
で
折
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
椎
体
が
潰
れ

た
よ
う
に
骨
折
を
す
る
た
め
、
圧
迫
骨
折
と
呼
び
ま
す
。

1
回
骨
折
を
起
こ
す
と
、
連
鎖
的
に
次
か
ら
次
に
骨
折
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
何

度
も
繰
り
返
す
と
、
背
中
が
曲
が
っ
て
き
ま
す
。

　

基
本
的
に
は
、
軟
性
コ
ル
セ
ッ
ト
を
作
成
し
、
外
固
定

で
保
存
療
法
と
な
り
ま
す
が
、
骨
癒
合
ま
で
2
〜
3
ヶ
月

程
度
時
間
を
要
す
る
た
め
、
そ
の
間
に
筋
力
が
低
下
し
た

り
日
常
生
活
動
作
が
落
ち
な
い
よ
う
に
、
リ
ハ
ビ
リ
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

下
肢
の
筋
力
と
バ
ラ
ン
ス
を
強
化
す
る
運
動
で
、

「
立
っ
て
歩
い
て
ま
た
座
る
」
こ
と
に
直
結
す
る
運
動
と

い
え
ま
す
。
特
に
歩
行
や
立
位
が
不
安
定
な
高
齢
者
に

は
、
椅
子
か
ら
立
ち
座
り
を
行
う
「
椅
子
ス
ク
ワ
ッ
ト
」

や
、
両
手
ま
た
は
片
手
を
机
に
つ
い
て
行
う
「
片
脚
立

ち
」
は
、
転
倒
の
リ
ス
ク
が
少
な
く
安
全
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
け
る
高
齢
期
を
迎
え
る

た
め
に
は
、
ロ
コ
モ
の
予
防
が
最
も
重
要
で
す
。

　

是
非
、
普
段
の
生
活
の
日
課
と
し
て
、「
ロ
コ
ト
レ
」
を

取
り
入
れ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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②
腰
椎
圧
迫
骨
折

　

冒
頭
で
も
書
き
ま
し
た
が
、
寝
た
き
り
の
原
因
と
な
る

骨
折
で
す
。
寝
た
き
り
と
な
れ
ば
、
活
動
性
が
落
ち
て
食

事
が
と
れ
な
く
な
っ
た
り
、
嚥
下
機
能
が
落
ち
て
肺
炎
を

起
こ
し
た
り
、
床
ず
れ
が
起
こ
っ
た
り
、
認
知
症
が
進
ん

だ
り
、
命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
寝
返
り
を

打
つ
た
び
に
激
痛
が
走
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
保
存
療

法
で
は
治
療
が
難
し
く
、
元
の
よ
う
に
歩
け
る
こ
と
、
こ

れ
ら
の
致
命
的
と
な
る
合
併
症
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
手

術
療
法
が
最
も
選
択
さ
れ
ま
す
。
髄
内
釘
や
ス
ク
リ
ュ
ー

に
よ
る
骨
接
合
術
（
骨
を
つ
な
ぐ
）
や
、
人
工
骨
頭
置
換
術

（
骨
頭
を
人
工
物
に
置
き
換
え
る
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

③
大
腿
骨
頚
部
骨
折

ロ
コ
ト
レ
①
　
〈
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
〉

ロ
コ
ト
レ
②

　
〈
片
脚
立
ち
運
動
〉

立ち

上がって

3秒間

保持

2ステップテスト 立ち上がりテスト

できるだけ大股で歩きます 反動をつけずに

立ち上がります

1歩目 2歩目

大股で 大股で

これらの骨折は予防が重要なのですが、残念

ながら骨折してしまった場合は、手術やリハ

ビリが必要となります。大腿骨頚部骨折の場

合、ほとんどが手術を必要とします。当院で

も、大腿骨頚部骨折だけで、年間約200例の

手術を行っています。

手術により、翌日から離床することが可能となります。手術を

乗り切りリハビリを頑張れば、元の生活機能を取り戻し、元気

に退院することができます。しかし、この骨折を契機に動きが

悪くなったり、認知症が進む高齢者も少なくないため、予防の

観点が最も重要です。

立ち上がりテストは下肢筋力の評価、2ステップテストはバランスや歩行能力

の評価、ロコモ25質問表は日常生活の状態25項目の評価、となります。特に、

ロコモ度3は要注意です。移動機能の低下が進行し、社会参加に支障を来して

いる段階です。立ち上がりテストで両脚30cmができない、2ステップテストが

0.9未満、ロコモ25が24点以上のいずれかを1つ満たすもの、が該当します。

ロコモにならないためには、「ロコトレ」が最も簡便で、自宅でも容易に可能です。

両脚を肩幅より少し広げ

て、つま先を30°ほど外側

に向けて立ち、腰を後ろに

引くように膝を曲げます。

バランス能力を強化し、転倒予防効果があります。片脚を

5～10cm上げて、他方の脚で立ちます。転倒しないよう

に必ず掴まるものがある場所で行います（a）。立位が不安

定な場所は机などに手をついたり（b）、指をついたり（c）

して行います。左右各1分間を1日3回行います。

この方法で行うスクワットは簡単で、下肢筋力全体の強化

に効果的であり、かつ膝の痛みが出にくいです。1回当たり

10～12秒かけて、5～15回を1日2～3セット行います。

（a） （b） （c）

密度が高く丈夫

膝がつま先よりも前に出ない

ように注意します。前傾姿勢

になり、バランスをとります。

手が前に出てもよいです。

と

（片脚の場合）

ロコモ25

骨
粗
鬆
症
治
療

ロ
コ
ト
レ

健康な骨

スカスカしてもろい

骨粗鬆症の骨


